




Estimation of Influential Period of Rain on Discharge U sing ANN 
山田幸寿T 四俵正俊↑↑
YAMADA，Yukihisa SHIDAWARA，Masatoshi 
Abstract : Groundwater runoff is originated from the rain of the past. 
The inf1uential period of rain on groundwater runoff is said to be from 
one month to one year. The authors carried out long term runoff 
estimation for Shonai River Basin， Chubu， Japan by means of artificial 
neural networks (ANN). The period of strong influence of rain on the 
runoff was sought by comparing the accuracy of estimations with 
various periods of rain used as inputs of ANN. One month was found 
probable as the influential period of rain on Shonai River long-term 
















































全長 96kmであり，流域面積は， 1041km~ である




また 3 雨量観測地点は，名古屋と大川を使用し 3
流量観測地点は，枇杷島を使用している.枇杷島
地点は，河口から 16kmの場所にあり，この地点
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これは，図 4-2よりも，偏りは 3 小さい.
4・2・4
ぃ式 4-1






















































































は 1である よって， 1m'J/sを 0付近にし，
1000m:l/sを 1付近に玉規化をする.正規化した流
量実演IJ値のヒストグラムを 1 図 4-2に示す
4・2・3









図 4-5に示す. 1個目のユニットには，流量の 1
目前のみの雨量を入力する. 2個目のユニットに
は，流量の 1目前と 2日前の雨量の合計を入力す






















ワー ク l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
7日 l 2 3 7 
1ヶ月 l 2 3 7 15 30 
2ヶ月 l 2 3 7 15 30 45 60 
3ヶ月 I 2 3 7 15 30 60 90 













5・2 Root 1¥在eanSquare 
解析結果の精度を数値で表すため，本研究では，
15.61m:l/s以下の流量について，式 5-1に示す































6 . 1 1年間の学習
6・1・1 学習年と予測年の組合せ
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とほぼ同値で， しかも z 前年 1987年が平均値よ
りかなり少なかったので，渇水年とした白 学習方
法として， 1988年から 1994年の内 J 渇水年と洪
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この図より 3 図 6-4と|司様に 3 学習と異なる年
である渇7K年の予測精度は 3 学習と同じ年である
洪水年の予測精度より惑い
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